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｜四高時代の思い出｜

生生涯涯のの教教師師ををええたた四四高高時時代代
滋賀大学名誉教授 宮 本 憲 一

四高時代は食糧難で，貧しい生活をしていま
したが，精神は高貴なものでした。私は出席日
数不足で１年生の時に落第しているので，理科
乙類（ドイツ語専攻）に３年，文科乙類（ドイ
ツ語専攻）に１年在学しました。当時は理科生
も文科生と同じように哲学や文学に耽溺し，顔
をあわせると論争をしていました。旧制高校は
入学はきわめてむつかしかったのですが，その
定員は国立大学の定員を下廻っており，むつか
しい学部をえらばねば，進学できました。私た
ちの学年は旧制の最後の試験で稀にみる激戦と
なったので，希望大学に入学できない生徒もで
てきたのですが，それでも全学で私立大学には
いったのは１人ですから，めぐまれた状況だっ
たといってよいでしょう。このため，飯沢匡の
いうように，高校生活は秀才をバカにするとこ
ろで，受験勉強をせずにおおいに青春をたのし
んだものです。
四高時代の最高の経験は，すぐれた教師によ
って教養をつけたことです。私は理科生時代に
東洋史の慶松光雄先生の日本美術史と東洋美術
史の講義を２年間きくことができました。慶松
先生の講義は一風かわっていて，すぐれた作品
をもってきて，「これはよいだろう」といって，
生徒に長い時間鑑賞させるのですが，あまり説
明をしないのです。この講義のやり方がわから
ない生徒はサボりはじめるのですが，その作品
をよくみていると次第に感動して，これはすぐ
れたもので，この作者はどういう履歴であるの
か他にどのような作品があるのかを自発的に調
べたくなるのです。慶松先生は，東京大学と京
都大学の薬学部を創設した慶松勝左衛門の御子
息で，実に立派な美術作品をもっておられ，そ
の本物をもってきてみせてくれるのです。手に
とってみたり，近くでみるものですから，作品
のよさが次第に解ってくるのです。こういう贅
沢な講義を聞いている中に次第に鑑賞眼が養わ
れ，美術にたいする畏敬の念がでてくるのです。

慶松先生は戦時中，教え子が招集をうけ軍隊
に入営するためにあいさつにくると，必ず「生
きてかえれ」といわれ，とっておきのウィスキ
ーで乾杯して見送ったそうです。残念なことに
生きてかえられず特攻隊で死んだ高知県出身の
生徒が遺書に慶松先生に墓碑名を書いてほしい
とのこしていたことを父親から聞いて，先生は
長い時間をかけて，韻律のある碑文をつくられ
ました。そして，東京の青山にいって，石の彫
り方について学び，それを四国の石工につたえ，
立派な墓碑をつくられたのです。こういう生徒
が死んでからも面倒をみるような教育者が四高
にそろっていたということが，この学校に学ぶ
生徒に真の学問のあり方，それを学ぶこころが
まえを教えたのでないでしょうか。
これもすでに他の著書に書いたことがあるの
ですが，四高の教育をしめすものとして紹介し
たいと思います。旧制高校は外国語学校のよう
なものでしたから，文科の場合，第１外国語が
１週９時間，第２外国語が６時間という時間割
でした。四高の語学の先生は，すぐれた文学者
が多く，岩波文庫の外国文学翻訳者がずらりと
並んでいました。四高の最後の校長で，ケラー
の翻訳者の伊藤武雄先生は，ドイツ語の時間は
ドイツ語以外をしゃべらせない厳格な教師でし
た。しかし映画や演劇の批評家としても一流で
した。私は金沢大学の教師となってから，一緒
に映画評をしたり，親しい関係になるのですが，
学生時代は怖い先生でした。
金沢大学の教師になってからのことですが，
有斐閣から１９６３年に最初のデビュー作である
『地方財政』という著書を柴田徳衛さんととも
に出版しました。その冒頭にこの本のエッセン
スとして「足もとを掘れ そこに泉涌く」とい
うことばを記しました。柴田さんはこれは一高
時代にゲーテのことばとして習ったというので，
そのように書いたのですが，私は自信がありま
せん。それで伊藤先生のところへいって，「こ



こ だ ま 第１６１号 ２００７年１月２５日

－ ７ －

れはゲーテでしょうか」といったところ，先生
は「君にそういう風に教えたかね。私は記憶が
ない。ひまの時にしらべておこう。」といわれ
ました。
私はこのたのみのことをすっかり忘れてしま
い，そのうちに大阪市大の教師へ転職しました。
それから１０年ちかくたって，伊藤先生から手紙
がきました。「ゲーテ全集を全部あたってみた
が，該当する詩はない。しかし，さいきん，秋
山英夫さん（これも四高のドイツ語教師でその
後学習院大教授になる）からおくられてきたニ
ーチェの詩集をみたら，これと思われるものが
あった。原文にあたって訳してみたので，それ
を送る」とありました。たのんだことを忘れて
いた怠惰な教え子をふるえあがらせるようなあ
りがたい手紙です。その詩は次のようでした。

「足もとほれば泉
痴人（しれびと）はいう そこは地獄」

これはモダンな横浜っ子でありながら金沢を愛
して，生涯を金沢でくらした先生の信条のよう
でした。これは私にとって座右の銘です。
私は四高生が生涯四高を愛し，金沢を第２の
故郷としているのは，こういうすぐれた教育者
に教えられた青春の遺産ではないかと思うので
す。
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